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〔 2 3 0 5 〕里山景観におけるコンクリートの色調に関する調査検討

新潟工科大学工学部 地濃茂雄
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巣山 牛山脅転職 緑豊かな景観が宅地開発や交通網職開
発で山肌が肖臓 れ､古来の原風景が喪失しつつある｡そ
れはまさしく視覚的不具合で景観破壊と鷺L〕言えよう｡こ
うした不具合を解決するには､土木報建築構造物が自然
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昭基礎的資料を得るための調査検討を行ったも滑である｡
すなわち､山里に造られた穫母の構築物を写寛に収め

て､それに基づき被験者から酌減 平価を実施し､その
結果を分析検討したも職である｡

望.調査方法

種斉昭構築物を写した写真 38枚ギプリントすげズ 舶
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段階に評価してもらったQ
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ない｣を評価那基準とした｡
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思われる色彩ぐ色合い書系)を聞いたQ
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丸である｡
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この結果から､1枚の写蔦に対する被験者間の評価の

結果にばらつきは少なく適切な評価が得られているもの
と考えられ るO
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聞及 評 価結 果 (上段 ;建築学科盤､下段 :地学科登 による評価 )
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このような結果から､総じて建築学科生 と髄学 科生 と

の評価に大きな違いは見られなら､Q
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評価が高かった構築物の色調は､概して明度 が 30経度

以下であることがうかがえるQ
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表 及 落 表 面 に お け る 色 調 測 定 結果

No, 測定個所 色調
し a b

3 屋根面.壁面 31十26 4←32 2,85

7 犀根面 4578 3←94 -9十87

21 コンクリート面 63イ42 -077 4.57

24 藻類の繁殖面 15★24 -2十88 T56

9 電柱鋼製表面 23★97 嘗∴M 邑 l▲5ー
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ここ墨こ感謝 の意 を表 します 3


